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般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
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派
の
討
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（
要
旨
）
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計
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す
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各
会
派
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討
論
（
要
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一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論
（
要
旨
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を
図
り
、
予
定
し
た
諸
事
業
が
滞
り

な
く
執
行
で
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

し
か
し
、
財
政
力
指
数
は
類
似
10

市
中
7
番
目
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
市
税

徴
収
率
は
92
・
3
％
で
、
前
年
度
を

0
・
1

下
回
っ
た
が
、
市
税
は
市

歳
入
の
根
幹
を
な
す
財
源
で
あ
り
、

負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
、
一

層
の
徴
収
努
力
を
希
望
す
る
。
さ
ら

に
、
大
手
企
業
の
撤
退
、
赤
字
決
算

等
を
見
た
と
き
、
市
独
自
の
税
収
増

加
策
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

最
後
に
、
市
財
政
は
極
め
て
逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

し
た
状
況
に
あ
り
、
財
政
健
全
化
に

向
け
、
市
の
行
財
政
全
般
を
再
点
検

し
、
事
務
の
見
直
し
効
率
化
に
努
め

る
よ
う
要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。
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平
成
13
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
5
つ
の
特
別

会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
9
月
定
例
会
最
終
日

に
上
程
さ
れ
、
市
長
の
提
案
説
明
の
後
、
決
算
審

査
の
た
め
設
置
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
各
決
算
特
別
委
員
会
に
て
、
11
月
5
日
か
ら
8

日
ま
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
12
月
定
例
会
初
日
に
討
論
、
採
決

を
行
い
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

各
会
派
の
討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
13
年
度
は
、
景
気
低
迷
な
ど

の
厳
し
い
状
況
に
、
冷
静
な
状
態
で

対
応
し
た
年
度
で
あ
っ
た
。
市
税
収

入
を
初
め
多
く
の
歳
入
項
目
に
お
い

て
、
予
算
現
額
以
上
の
収
入
を
得
ら

れ
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価
す
る
。

市
は
大
変
な
財
政
努
力
を
し
て
い

る
が
、
国
や
都
の
政
策
誘
導
や
補
助

金
に
は
惑
わ
さ
れ
ず
、
真
に
優
先
す

べ
き
事
業
に
集
中
し
、
市
民
生
活
の

視
点
に
立
脚
し
た
判
断
を
す
べ
き
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
福
祉
を
中
心
と

し
た
都
の
補
助
金
等
の
カ
ッ
ト
は
、

市
民
生
活
の
下
支
え
と
い
う
行
政
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
を
揺
る
が
す
も
の

で
、
市
は
市
民
生
活
全
体
を
現
場
の

視
点
で
見
渡
し
、
こ
れ
ら
に
対
峙
し

た
主
張
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
と
行
政
は

ど
う
か
か
わ
る
の
か
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
行
政
の
軸
と
な
る
公
務
員
の

あ
り
方
も
、
再
任
用
制
度
の
導
入
や

失
業
率
の
上
昇
、
賃
金
の
低
下
が
続

く
中
、
市
民
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
事
業
決
定
ま
で
の

過
程
の
公
開
と
適
切
な
市
民
参
加
を

通
し
て
、
市
民
に
市
政
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
、

行
政
と
市
民
と
が
良
好
な
関
係
を
築

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

以
上
、
引
き
続
き
困
難
な
課
題
に

対
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

要
望
し
、
賛
成
の
討
論
と
す
る
。

平
成
13
年
度
の
歳
入
に
お
い
て
は
、

市
内
大
手
法
人
の
赤
字
決
算
の
影
響

が
あ
り
、
市
税
は
4
年
連
続
の
減
収

と
な
り
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
分
野
で
の
義
務
的
経
費
が
増
加
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
民
間
委
託
、
金
融

機
関
か
ら
の
低
利
率
資
金
の
借
り
入

れ
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
・
努
力
を
し
て
経

費
節
減
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を

よ
り
効
率
的
・
重
点
的
に
配
分
し
、

市
民
の
多
様
な
行
政
需
要
へ
の
対
応

に
努
め
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

ま
た
、
年
度
途
中
に
は
、
少
子
化

対
策
で
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
、
公
共
施
設
営
繕

工
事
の
増
額
等
、
追
加
予
算
の
補
正

歳
入
で
は
、

法
人
市
民
税

が
41
・
4
％

の
減
で
あ
っ

た
。
税
収
の

確
保
は
、
財

政
運
営
に
多

大
な
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
、

収
入
率
に
つ

い
て
は
、
一

層
の
努
力
を

要
望
す
る
。

歳
出
で
は
、

市
財
政
の
厳

し
い
中
、
着

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
た

こ
と
は
評
価
す
る
。

事
業
ご
と
に
見
る
と
、
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
と
併
設
で

あ
る
が
初
の
児
童
館
が
開
設
さ
れ
た
。

医
療
・
福
祉
の
面
で
は
、
健
康
福

祉
事
務
セ
ン
タ
ー
が
改
築
さ
れ
、
ま

た
高
齢
者
の
た
め
の
「
さ
わ
や
か
館
」

に
は
幼
児
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
さ
れ
、

新
し
い
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

子
育
て
の
面
で
は
、
特
に
大
沼
保

育
園
が
改
築
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
保

育
施
設
の
完
成
を
見
た
。

教
育
面
で
は
、
学
校
経
営
協
力
者

会
議
の
実
施
と
学
校
公
開
週
間
の
実

施
に
よ
り
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

の
取
り
組
み
は
注
目
を
集
め
た
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢
の

中
で
、
国
・
都
に
お
け
る
構
造
改
革

が
自
治
体
に
多
く
の
負
担
と
な
っ
て

返
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
は

こ
う
し
た
財
政
環
境
に
お
い
て
も
、

現
行
の
行
政
水
準
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
行
政
需
要
に
こ
た
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、

自
治
体
間
の
連
携
強
化
が
重
要
で
あ

り
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期

待
し
て
い
る
。
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
事
業
創
出
に
当
た
る
よ
う

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
対
理
由

の
第
1
は
、

デ
フ
レ
ス
パ

イ
ラ
ル
の
中

で
本
決
算
は
、

市
民
に
対
し

て
暮
ら
し
を

応
援
す
る
財

政
運
営
で
な

く
、「
緊
縮

財
政
」
を
強

い
る
冷
た
い

姿
勢
で
あ
る
。

第
2
と
し

て
、
国
の
補

助
金
カ
ッ
ト

や
都
の
福
祉
切
り
捨
て
に
対
し
、
市

民
の
命
や
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
、

自
治
体
本
来
の
役
割
の
認
識
と
行
動

が
欠
如
し
て
い
る
。

第
3
に
、
職
員
政
策
で
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
直
接
強
く
か
か
わ
る
人

件
費
の
削
減
が
、
多
く
の
部
門
で
ひ

ず
み
を
生
み
出
し
て
い
る
。

第
4
に
、
審
議
会
な
ど
は
過
半
数

を
公
募
に
よ
り
構
成
す
べ
き
で
あ
る

し
、
新
規
事
業
等
で
は
、
原
案
か
ら

の
市
民
参
画
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。

第
5
に
、
商
工
振
興
で
は
、
商
店

の
廃
業
等
の
相
談
活
動
、
空
き
店
舗

の
活
用
支
援
な
ど
具
体
的
施
策
が
見

え
な
い
。
ま
た
、
中
小
の
工
業
経
営

者
の
実
態
調
査
を
す
べ
き
で
あ
る
。

第
6
に
、
希
望
す
る
子
ど
も
に
は
、

ひ
と
し
く
十
分
な
保
育
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
欠
如
し
て

い
る
。
児
童
館
は
小
学
校
区
ご
と
の

設
置
を
求
め
る
。

第
7
に
、
高
齢
市
民
の
置
か
れ
て

い
る
経
済
的
な
現
状
に
配
慮
し
た
、

介
護
保
険
利
用
料
の
減
額
免
除
施
策

の
充
実
が
見
ら
れ
な
い
。

第
8
に
、
教
育
委
員
会
の
教
職
員

に
対
す
る
高
圧
的
で
官
僚
的
な
姿
勢

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
問
題

点
を
指
摘
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

一
番
住
民
に
近
い
政
府
で
あ
る
市

が
、
市
民
と
自
治
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
と
い
う
、
住
民
自
治
の
発
想
が

希
薄
で
あ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。

旧
小
川
東
小
学
校
の
施
設
活
用
計

画
に
つ
い
て
は
、
一
歩
進
ん
だ
市
民

参
加
の
方
法
が
採
用
さ
れ
た
が
、
小

平
市
の
市
民
参
加
の
実
情
は
心
も
と

な
い
も
の
で
あ
り
、
環
境
基
本
計
画
、

地
域
保
健
福
祉
計
画
、
花
小
金
井
駅

北
口
整
備
事
業
等
で
も
幅
広
い
市
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
、
議

論
の
場
を
設
定
し
た
り
、
意
見
反
映

の
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

人
事
に
関
し
て
は
、
個
人
情
報
を

扱
う
職
員
に
、
よ
り
守
秘
義
務
を
課

す
制
度
づ
く
り
を
求
め
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
は
、
国
の
言
う
が

ま
ま
に
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
多

く
の
市
民
の
不
安
に
ど
う
こ
た
え
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
独

自
施
策
を
準
備
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

児
童
館
は
、
毎
日
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
ど
う
確
保

し
て
い
く
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の

活
用
も
含
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
分
権
の
時
代
に
最
も
分
権
が

進
ん
で
い
な
い
分
野
が
学
校
教
育
で

あ
る
。
国
か
ら
都
を
経
て
市
、
そ
し

て
各
学
校
へ
と
上
意
下
達
が
行
わ
れ

る
中
で
、
子
ど
も
の
自
主
性
が
尊
重

さ
れ
る
教
育
が
行
わ
れ
る
の
か
大
変

疑
問
で
あ
る
。

以
上
、
問
題
点
と
要
望
を
述
べ
、

反
対
討
論
と
す
る
。

一 般 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健

介護保険事業

下 水 道 事 業

受託水道事業

合 計

歳入決算額

49,111,704

11,027,022

11,392,432

5,201,971

5,771,731

1,396,616

83,901,476

歳出決算額

47,791,379

10,690,765

11,439,809

5,073,703

5,649,870

1,396,616

82,042,142

平成13年度決算総括表
(単位：千円)

差 引 額

1,320,325

336,257

△47,377

128,268

121,861

0

1,859,334

特
別
会
計

市
民
生
活
の
視
点
に
立
っ
た
判
断
を

〈
賛
成
〉フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平

限
ら
れ
た
財
源
の

効
率
的
な
配
分
を
評
価

〈
賛
成
〉政
　
和
　
会

市
民
自
治
の
発
想
を

〈
反
対
〉緑
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

市民の暮らしを
応援する施策を

〈反対〉日本共産党市議団

市長の
強いリーダーシップに期待
〈賛成〉公明党小平元気クラブ

委 員 会 名 開 催 日 数 会議延べ時間 傍聴人数

都 市 基 盤 整 備 調 査 3 3:16 0

公共交通網整備調査 3 4:15 10

一 般 会 計 予 算 3 31:54 2

特 別 会 計 予 算 1 7:39 0

一 般 会 計 決 算 3 28:54 1

特 別 会 計 決 算 1 10:13 0

合 　 計 14日 86時間11分 13人

［特別委員会］

委 員 会 名 開 催 日 数 会議延べ時間 傍聴人数

総 務 委 員 会 7 16:40 146

生 活 文 教 委 員 会 8 25:22 133

厚 生 委 員 会 8 41:57 193

建 設 委 員 会 8 15:09 124

合 　 計 31日 99時間08分 296人

名　　称 会　　期 本会議日数 会議延べ時間 傍聴人数

3月定例会 2/28～3/26 5 26:18 45

6月定例会 6/4～6/25 5 20:57 65

9月定例会 9/2～9/26 6 25:58 38

11月臨時会 11/25 1 0:42 0

12月定例会 12/3～12/24 5 25:32 86

合　計 － 22日 99時間27分 234人

［本　会　議］
4回の定例会と1回の臨時会が行われました。1日当たりの平均会議時間は4時間31分

でした。

［請願・陳情］
1年間で14件の請願と10件の陳情を受理しました。平成15年に審査を継続した請願は

7件、陳情は9件です。

［常任委員会］

前年から
受　理 採　択 不採択 取り下げ 審議未了

文書表
の継続分 配　付

請願 0 14 7 0 0 0 －

陳情 16 10 2 0 6 0 9

合計 16 24 9 0 6 0 9
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MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
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連日長時間に及ぶ審査の結果 

歳出総額　820億4,214万円 

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論
（
要
旨
）

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論
（
要
旨
） 

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論
（
要
旨
） 
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